
 

 

2019 AUTOBACS SUPER GT Report 

SUGO GT 300km RACE 

第７戦 スポーツランド SUGO 

ZENT CERUMO LC500 

#38 ⽴川祐路／⽯浦宏明 
◆９⽉ 21 ⽇（⼟） QUALIFY 

公式予選総合結果 11 位 
 

 チャンピオン争いに踏みとどまるため
に、荒れた展開のなかベストでこそない
ものの、しっかりと４位という結果を残
した第６戦オートポリスから２週間。
LEXUS TEAM ZENT CERUMO は第７
戦の舞台である宮城県のスポーツランド
SUGO に挑むことになった。2019 年の

SUPER GT は残すところ２戦。このラウンドの結果はタイトル争いにも直結し、
オーバーテイクも難しいコースであることから、公式予選から⾮常にグリッド
が重要と⾔えた。 
 
 迎えた９⽉ 21 ⽇（⼟）のスポーツランド SUGO は朝から曇り空。オートポ
リスの後、2020 年から投⼊される新型 GT500 ⾞両のテストをこなすなど、多
忙なスケジュールを送ってきた⽴川祐路と⽯浦宏明はチームに合流し、午前９
時からの公式練習に挑んだ。いつもどおり、まずステアリングを握ったのは⽴
川だ。 
 
 序盤から GT300 ⾞両が相次いでコースオフするなどスリッピーなコンディ
ションで、⾚旗中断を挟むなか、まず⽴川は 26 周をこなす。ZENT CERUMO 
LC500 のフィーリングも８⽉にこの SUGO で⾏われた公式テストに⽐べても良
さそうだ。⽴川はトラフィックのなか 1 分 11 秒 833 というベストタイムをマー



 

 

クすると、⽯浦に交代。こちらも好感触で、GT500 クラスの専有⾛⾏の時間に
⽯浦は 1 分 10 秒 716 というベストタイムを記録し、ZENT CERUMO LC500
は５番⼿で公式練習を終えることになった。 
 
 あわただしくスケジュールをこなし、迎え
た午後の公式予選。GT500 クラスの Q1 は午
後２時 33 分からスタートした。Q1 を担当し
た⽯浦は、まずは 8 分間という通常より短い
セッションのなかでしっかりとタイヤを温
めると、1 分 26 秒 792 というタイムから 1
分 20 秒 487、1 分 13 秒 924 とタイムを縮めアタックに⼊っていった。 
 
 アタック周、各⾞が続々とタイムを上げていくなか、⽯浦もアタックラップ
に⼊っていく。ツイスティなセクター１、そしてスピードが乗るセクター２は、
トップと同じレベルのタイムがマークできていた。しかし、最終セクションに
向け重要なコーナーでもある⾺の背で、ZENT CERUMO LC500 がコースに底
を打ってしまう“ボトミング”という症状に⾒舞われてしまった。 
 
 ⽯浦はなんとか ZENT CERUMO LC500 の姿勢を整えるが、タイヤがロック。
さらにコーナーのアウト側にはらんでしまい、⼤きくタイムをロスしてしまっ
た。コントロールラインに戻ってきた ZENT CERUMO LC500 が刻んだタイム
は１分 10 秒 999。11 秒台を切るものではあったが、Q2 進出のために必要な８
番⼿以内には届かない 11 番⼿という結果となった。 
 

 残念ながら Q2 の⽴川にバトンを繋げず、
下位からのスタートを強いられることにな
ってしまった ZENT CERUMO LC500。と
はいえ、９⽉ 22 ⽇（⽇）の決勝⽇は⾬の天
気予報も出ており、レースを勝ち抜くために
はオートポリスでみせたような戦略がもの
をいう。諦める必要はまだ⼀切ない。チーム

はしっかりと準備を整え、いったんサーキットを後にした。 



 

 

 
ドライバー／⽴川祐路 
「公式練習ではクルマのフィーリングも良かったのですが、予
選では残念ながら Q1 を通過できず、⾃分はアタックをできま
せんでした。ただ、みんなが全⼒を出してやっていることなの
で、こればかりは仕⽅ないです。このまま終わるわけにはいき
ませんし、天候もどうなるかは分かりませんが、⾬ならオーバ
ーテイクもみせられると思いますので、追い上げたいと思っています」 
 
ドライバー／⽯浦宏明 
「公式練習では⾛るごとにクルマのバランスも良くなってい
き、硬めのタイヤでもグリップ感を感じることができました。
最終的な順位も良かったですし、公式テストのときよりもフィ
ーリングはいい⼿ごたえでした。公式予選では、セクター２ま
ではかなりいいタイムを刻めていたのですが、⾺の背コーナー
のブレーキングでボトミングしてクルマが跳ねてしまい、タイ
ヤがロックしてしまいました。残念ながらアタックはうまくいかず 11 番⼿とな
ってしまいましたが、終わったことをいつまでも悔いていても仕⽅がないので、
明⽇の決勝レースでしっかりと追い上げ、取り返したいと思っています」 
 
⽴川祐路総監督 
「シーズンも終盤で、勝負どころのレースですが、公式予選については少し残
念な結果となってしまいました。しかしもちろんレースが終わったわけではな
いですし、今⽇の分を取り返すような決勝にしたいと思っています。天気予報
も難しいところですが、そういったレースこそチームの総合⼒が問われます。
明⽇はチーム⼀丸となって上位を⽬指していきたいと思っています」 
 
村⽥淳⼀監督 
「⽯浦選⼿のアタックの際に、⾺の背コーナーでボトミングをしてしまったと
のことで、原因はエンジニアがしっかり解析してくれると思っています。それ
がなければ Q1 突破は⾒えていたので残念ですね。予選順位は 11 番⼿となって
しまいましたが。クルマとしてはトップ争いができるものにはなっています。



 

 

明⽇は⾬になりそうですが、しっかりと戦えば結果はついてくると思っていま
す。タイトル争いを考えてもこれ以上離されるわけにもいきませんし、思い切
った戦略をしていかなければと考えています。少しでもチャンスを繋げてトッ
プ争いができるようにしたいですね」 
 

 
 

 

 
 



 

 

予選結果表 
 

Rank Car No. CarName Q1 Time Q2 Time 

1 17 KEIHIN NSX-GT 1'10.535 1'09.676R 

2 1 RAYBRIG NSX-GT 1'10.623 1'10.151R 

3 36 au TOM'S LC500 1'10.281 1'10.163R 

4 37 KeePer TOM'S LC500 1'10.568 1'10.690 

5 19 WedsSport ADVAN LC500 1'10.650 1'10.717 

6 64 Modulo Epson NSX-GT 1'10.508 1'10.799 

7 3 CRAFTSPORTS MOTUL GT-R 1'10.581 1'11.026 

8 6 WAKO'S 4CR LC500 1'10.638 1'11.303 

9 8 ARTA NSX-GT 1'10.845  

10 23 MOTUL AUTECH GT-R 1'10.881  

11 38 ZENT CERUMO LC500 1'10.999  

12 24 REALIZE CORPORATION ADVAN GT-R 1'11.117  

13 16 MOTUL MUGEN NSX-GT 1'11.208  

14 12 カルソニック IMPUL GT-R 1'11.426  

15 39 DENSO KOBELCO SARD LC500 1'11.894  

 


